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事業実施の方針

広域連合の事業を円滑に行うためには、幅広い視野で広域課題に取り組む
ことができる能力を身に付けるとともに、職員間の交流を活発にすることが
必要

広域計画に掲げる３つの重点方針
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・ 幅広い視野を有する職員の養成
及び業務執行能力の向上

・ 構成団体間の相互理解及び人的
ネットワークの形成

・ 研修の効率化

具体的取組
・ 政策形成能力研修

2泊3日の合宿形式による政策立案研修

・ 団体連携型研修
各団体主催の研修に、他団体の職員を受入

・ ＷＥＢ型研修
インターネットを活用し、研修を遠隔地に
配信



具体的な取組の概要
「政策形成能力研修」①

政策形成能力研修
採用10年目程度または３0歳代の若手職員を対象とした政策立案研修。

２泊３日の合宿形式で、毎年開催場所とテーマを変えて実施。
広域的な視点での政策形成能力の向上と、各府県市間の相互理解及び
人的ネットワーク形成を図る

※ 平成27年度は9月～10月に実施予定
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年度 開催地 テーマ

平成23年度 和歌山県高野町 観光振興

平成24年度 滋賀県大津市 環境

平成25年度 京都府京都市 広域観光（外国人誘客政策）

平成26年度 大阪府堺市 都市と農山村の交流・協働

平成27年度 兵庫県神戸市 関西地域における防災力の向上
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具体的な取組の概要
「政策形成能力研修」②

●平成26年度 政策形成能力研修
日 時 ： 第1回目 平成26年8月25日～8月27日

第2回目 平成26年9月30日～10月2日

場 所 ： J‐GREEN堺ドリームキャンプ（大阪府堺市）

テーマ ： 都市と農山村の交流・協働

受講者 ： 計６５名

講 師 ： 大森 彌 氏（東京大学名誉教授）
講義「公共政策概論」
グループワーク指導・講評

藤田 武弘 氏（和歌山大学観光学部副学部長）
講義「都市と農山村の交流・協働」
グループワーク指導・講評

鎌塚 拓夫 氏（広域産業振興局農林水産部次長）
講義「農林水産部の取組」

●平成27年度 政策形成能力研修
日 時 ： 第1回目 平成27年9月2日～9月4日

第2回目 平成27年10月14日～10月16日（予定）

場 所 ： 人と防災未来センター （兵庫県神戸市中央区）
兵庫県自治研修所 （兵庫県神戸市垂水区）

テーマ ： 関西地域における防災力の向上

受講者 ： 計５８名

講 師 ： 大森 彌 氏（東京大学名誉教授）
講義「公共政策概論」、 グループワーク指導・講評

室﨑 益輝 氏【第１回目研修】
（ひょうご震災記念21世紀研究機構副理事長）

河田 惠昭 氏【第２回目研修】
（人と防災未来センター長、関西大学理事）

講義「南海トラフ大地震に備えて行政として何をすべきか｣

宮西 悠司 氏（真野地区まちづくり推進会相談役）
講義「震災時における真野地区の取組」

宇田川 真之 氏（人と防災未来センター研究主幹）
グループワーク指導・講評



★政策案発表・講評

●平成26年度 政策形成能力研修《実施風景》

★現地調査（「農園 杉・五兵衛」への訪問）
生産・加工・販売の一貫した（６次産業）農業経営を
営む農園レストランの先駆け。

★グループワーク
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具体的な取組の概要
「政策形成能力研修」③

のじま

・ 島五兵衛 氏の講演

現在の農園経営に至るま
で の過程や、農業の現状
等について、園主の 島五
兵衛氏による講演を実施。

・農園見学の様子

園主による農園の説明
を受けながら、園内の散
策

・グループワークの様子

講義や現地調査で得た情報を元に、6～7名の
グループで政策案を作成。

・政策案発表および講師による講評の様子

各グループで作成した政策案の発表及び講師による講評



平成26年度 政策形成能力研修《受講者アンケート結果》
① 研修内容の理解度 ③講師の指導

② 研修時間 ④研修テキスト

【今後の方針】
受講者からは概ね良い評価をいただいており、開催場所・テーマ等を変更しながら、継続実施する。

研修後にも受講者同士の交流が継続して図れるよう、交流会や勉強会等の実施について検討する。
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具体的な取組の概要
「政策形成能力研修」④

●受講者の感想（主な意見）

・各自治体の現状、政策の考え方、予算など、違い
がよく分かり勉強になった。

・杉五兵衛への現地調査は、今後の日本の農業の
あり方について、深く考えさせられた。

・他府県市の方と、それも様々な職種の方と一度に
出会い、交流し、議論できて、刺激を受けること
ができて良かった。

・職務で既存事業や従来の慣習を是とするのではなく、
新たな政策を企画、立案していきたい。可能である
ならば、政策立案の部署で働きたい。



具体的な取組の概要
「団体連携型研修」①

団体連携型研修
各団体が主催する研修に他団体からの職員を相互に受講させる取組。平成24年度から実施。

【実施目的】

・他団体にはない研修や独自性がある研修の提供
・各団体の地域性や多種多様な考え方等を理解し合い、広範な人脈づくりを行う。

【受講実績】
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平成２４年度

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 和歌山県 徳島県 京都市 大阪市 堺市 神戸市 合計

提供研修数 1 1 1 2 2 1 1 1 1 1 12

受講実績（人） 4 10 7 15 31 6 11 2 11 7 104

平成２５年度

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 和歌山県 徳島県 京都市 大阪市 堺市 神戸市 合計

提供研修数 2 1 1 1 4 3 1 1 1 4 19

受講実績（人） 7 12 5 30 52 1 11 11 19 5 153

平成２６年度

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 和歌山県 徳島県 京都市 大阪市 堺市 神戸市 合計

提供研修数 1 1 1 2 4 5 2 1 1 3 21

受講実績（人） 8 30 6 28 31 3 14 4 24 10 158



平成26年度に実施した団体連携型研修一覧
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具体的な取組の概要
「団体連携型研修」②

研修名 主催団体

12 リスクマネジメントの理論と実践講座 徳島県

13 自然災害のリスクマネジメント講座 徳島県

14
教養講座
「はやぶさ」から「はやぶさ２」へ
～やれる理由を見つけて挑戦する～

徳島県

15 市民協働型ファシリテーション研修 京都市

16 都市経営改革研修 京都市

17 人権問題研修（管理者層） 大阪市

18 意識改革セミナー 堺市

19 震災ロールプレイ研修 神戸市

20 政策法務研修 神戸市

21 政策形成能力向上研修 神戸市

研修名 主催団体

1 琵琶湖環境科学研究センターの研究現場体験 滋賀県

2 手話研修（府・市町村職員合同） 京都府

3 キャリアデザイン研修（キャリア５０） 大阪府

4 地域の元気人材フォーラム 兵庫県

5 行政特別研修「社会経済情勢の動向」セミナー 兵庫県

6 企業決算の見方研修 和歌山県

7 レベルアップセミナー
「ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ2021に向けて」 和歌山県

8 民法講座（WEB型研修） 和歌山県

9 メディア対応研修 和歌山県

10 データを活用した政策形成講座 徳島県

11 多文化共生と国際化講座 徳島県



平成2７年度実施予定の団体連携型研修一覧
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具体的な取組の概要
「団体連携型研修」③

研修名 主催団体

1 協働を進めるための基礎講座 滋賀県

2 手話に学ぶコミュニケーション 滋賀県

3 手話研修 京都府

4 キャリアデザイン研修（キャリア５０） 大阪府

5 地域経済コンシェルジュ養成研修 大阪府

6 地域の元気人材フォーラム 兵庫県

7 豊かな人生を生きるセミナー 兵庫県

8 行政特別研修「社会経済情勢の動向」 兵庫県

9 債権管理研修 和歌山県

10 企業決算の見方研修 和歌山県

11 レベルアップセミナー「ジオパーク講演会」 和歌山県

研修名 主催団体

12 民法講座 和歌山県

13 メディア対応研修（管理職向） 和歌山県

14 メディア対応研修 和歌山県

15 データを活用した政策形成講座 徳島県

16 多文化共生と国際化講座 徳島県

17 自然災害のリスクマネジメント講座 徳島県

18 都市経営改革研修 京都市

19 人権問題研修（管理者層） 大阪市

20 意識改革セミナー 堺市

21 震災ロールプレイ研修 神戸市

22 政策形成能力向上研修 神戸市

23 係長昇任時研修 神戸市

24 部下育成マネジメント研修 神戸市



具体的な取組の概要
「ＷＥＢ型研修」①

ＷＥＢ型研修
研修の効率化および受講機会の拡大を図る

観点から、インターネットを活用し、他会場
で同時に研修を受講可能とする。
平成２５年度から実施。
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ＷＥＢ型研修のイメージ

【平成２６年度 ＷＥＢ型研修実績】
○政策形成能力開発研修（講義拝聴型で実施）

日 時：平成26年7月31日（木）
受講者：31名（サテライト会場受講者）

※広域連合本部事務局会議室、兵庫県自治研修所へ配信

○民法講座（主会場との双方向型で実施）
日 時：１回目：平成26年9月４日（木）～５日(金)

２回目：平成27年1月26日（月）～27日(火)
受講者：15名（サテライト会場受講者）

※１回目は広域連合本部会議室へ、
２回目は兵庫県自治研修所へ配信

・ＷＥＢ型研修

本会場の様子

・ＷＥＢ型研修

サテライト会場の様子



具体的な取組の概要
「ＷＥＢ型研修」②

《ＷＥＢ型研修受講者の感想》

・音声、画質共に遜色なく受講できた
・講師先生が現場にいないので臨場感にやや欠ける
・各自治体で受けられるようにして欲しい

《今後の方針》
現在実施している研修について、継続して実施すると共に、ＷＥＢ型研修でも
十分に研修の効果が認められると思われる研修について、ＷＥＢ型研修の拡大を
検討する。
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